
安藤哲也さん（楽天ブックス店長　子どもは8歳と5歳）／田中尚人さん（グランまま社編集長　子どもは11歳と３歳）／金柿秀幸さん（インタ
ーネットサイト「絵本ナビ」を運営　子どもは5歳）／西村直人さん（プロキーボード奏者、オリジナル童謡作家　子どもは15歳と11歳と10歳）

パパ’S絵本
プロジェクトの
メンバー紹介

「やってみると、本当に楽しいから、是非絵本を
読んであげてほしい」

「義務感でやったら続かないので、絵本を介して
子どもとの楽しい時間を持つ感覚でやるといい。
何より自分自身が楽しむことが一番です」

「お母さんが選んだ絵本より、
お父さん自身がおもしろいと思う本を買ってきて

読んであげるといいと思います」
「ぼくたちは、家で子どもに読んでいる本を

持って来ているんです」。

「みんな！ 田中パパと約束してくれる？ これから読む絵本に出てくる言葉を、

おうちや学校では、ゼッタイに言わないこと。約束できるかな？」

子どもたちは、何が出てくるのか興味津々。「ウサギの子は…うんちっち…」とお話が
始まると、「うわ～、きたね～、うんちっちだって」「やだ～」と大騒ぎ。田中パパは、時に
は明るい声で「うんちっち」、ある場面では、低い声でドスをきかせて「うんちっち」。そ
の度に歓声や笑い声が響く。隅のほうで聞いていたお母さんのひとりは、げらげら笑った
後「う～ん、これは絶対に口癖になるね！」と、ちょっぴり渋い顔。

相模原市の大野児童クラブで開かれたお話会。でも、絵本を読む
のは、お母さんではなく、エプロン姿のお父さん3人。学校

などでの「お話会」や「読み聞かせ会」は、「はい、それではこれからお話会を始めます。
みんな、静かに聞こうね」と始まるのがほとんど。しかし、このお父さんたちは、子ども
が騒いでいようとお構いなし。安藤パパは、ポケットから輪ゴムを取り出し、「これ、な
～んだ」「どのくらいのびると思う？」。すると、子どもたちは、「このくらい」「そんなに
伸びるわけないよ」と、いつの間にか安藤パパの方を向いています。こうなればパパ’S
のペース、子どもたちの反応を見ながら、アドリブで読んでいきます。ウクレレ・ギター・
タンバリンも出てくるし、新聞を引きちぎって撒き散らすなど、ストリートライブに近
い、ダイナミックな「お話会」。

「パパ’S絵本プロジェクト」のはじまりは、安藤パパ・田中パパ・金柿パパの3人が、仕事の関係
で知り合い、「子どもと一緒に絵本を読むのが好き。寝る前に子どもに絵本を読んであげている」という共通点を見つ

けたことで意気投合。自分の好きな絵本を持って居酒屋に集まったことでした。子育て年
齢の男3人が、居酒屋で絵本を広げて盛り上がっている光景は、想像しにくいものがあり
ますが、3人の中では、かなり盛り上がったそうです。
「自分たちが楽しいと思っていることに対して、周りの人はどんな反応をするのか見て

みたかった。でも、何よりも、自分たちがもっと楽しめることをやりたかったんです」「ま
さに、草野球チームを結成する時のお父さんたちと同じノリでしたよ」。

最初のお話会は、東京の丸善本店で行われ、「緊
張してうまくできたかどうか覚えてないです。
でも楽しかった」。以来、毎月1回の土日を「パパ’

S絵本プロジェクト」の活動日としています。
現在では、全国から依頼がくるようになり、条件が合えば、遠方まで泊りが

けで出かけることもあり、会場が近い場合は、我が子同伴で出かけていく。そ
して、お話会が終わるとパパ’Sとキッズの楽しい食事会を持ちます。

現在メンバーは、西村パパが加わり、4名で活動しています。「3～4人
くらいが、スケジュールを合わせるにもベストなんです」。今後メンバーを増
やす予定はないが、長野県伊那市など、各地に支部ができつつあり、毎年「父
の日」には、軽井沢に全国の絵本好きファミリーが集まり、「お話会キャンプ」
を行い、絵本を読み合うとのことでした。キャンプの食事は、もちろん、お父さんたちが担当します。

安藤パパは、「当然、家事もやりますよ。でも絵本は、ぼくにとって、子どもたちとの大切なコミュニケーションの時
間なんですよ」「でも、子どもが大きくなるのは早いよね。今のうちだね」と女の子を持つ父親の気持ちタップリに語っ
てくれました。

田中パパは、ふたり目の子どもが2歳になったころから、日々の読み聞かせを大学ノートに記録するようになり、「ど
うしてひとり目から記録しなかったのだろう」と悔しい思いをした反省から、毎日の読み聞かせを記録する育児日記『絵
本ダイアリー』を出版し、「父と子（母と子）を結ぶ一助になれば」と語ってくれました。

「赤ちゃんサロン」から見えること
こどもの城「赤ちゃんサロン」は、親同士の仲間づくりを応援しようと、14年前に開設しました。申込みも

なく、誰でも自由に参加できます。対象は、3か月から1歳半までの子どもと親。
「赤ちゃんサロン」のチーフをしている植松先生は、開設時と比べ、最近は変化が出てきているといいます。

　 「赤ちゃんサロン」では、赤ちゃんは裸になり、赤ちゃんの体をマッサージすることで親子のスキンシップ
を図っています。ところが、ほとんどマッサージをしない若いお母さんが増えています。ベビーオイルを
使わないとマッサージをしてはいけないと思い込んでいるようです。

　以前は、継続参加する人が多かったけれど、今は、毎回、新人が半数を占めるようになってきています。「こどもの城
の赤ちゃんサロンに参加する」ことが、「ファッション」のようになっているのかもしれません。サロンには、医師･
看護士･臨床心理士など専門家がついていて、相談にのれるので、継続して参加していただきたいです。

　アンケートを見ると、今までは、「お母さん同士、友だちを作ること」が目的の第一にあげられていましたが、昨年は、
「赤ちゃん同士を遊ばせること」を第一の目的にする人が増えています。赤ちゃん同士、刺激を受けあうことはあっ
ても、遊ぶというところまでは発展しないですよね。携帯や、インターネットの普及で、
友だちとのおしゃべりは、十分にできていると思い込んでいるのではないでしょうか。
そして、他のお母さんの話は聞かない。以前は、ひとりが話し始めるとすぐに輪ができ
たのに、なかなか輪に入れないお母さんが増えています。

「赤ちゃんサロンに来られるお母さんは、第一子の場合が多いのですが、平均年齢を出
してみると、32歳です。高いでしょう！」
「お父さんの参加は少ないです。それでも前回は、３組参加しました。全然、子育てに感

心のないお父さんの場合、お母さんも赤ちゃんも元気がないことが多いです。そんなお母
さんには、『毎回来てくださいね』と声をかけるようにしています」

 　
カウンセリングから見える父親の役割

日々のカウンセリングで、「全体的に幼くなっている親像が見えてきて心配」という植松先生。
「子どもが、情緒障害や心身症になってしまう原因は、その時に始まったことではなく、実は、ずーと引き続いている

はずですが、10歳くらいまでに発症してくれると、家族の構造を変えることができますし、子どもも変わります。それ
を過ぎると時間だけかかって、難しくなりますね」「グループカウンセリングの時に、注
意して見ていて、改善が見られない場合は、来院してもらいます。ほとんどお母さんが来
院しますが、その背後に必ずお父さんの影がチラチラ見えます。『あれ、このお父さんお
かしいぞ』と思ったら、お父さんにも来てもらいます。一番変わりにくい父親が変わると、
家族がガラッと変わります」
「子どもが、2～3歳くらいの時が、一番お父さんに協力してほしい時期です。でも、赤

ちゃんの時に絡んでいないお父さんは、まったく手を出しません。子どもの第一自立期は、
すごくエネルギーを使います。母親の大変さを理解してあげてほしいですね。女性の32
～33歳は、ホルモンのバランスが崩れる時期です。お母さんは、どうしたらよいかわか
らず、お父さんに相談する。その時に『うるさい』などと突き放されてしまったら、母子

ともに煮詰まってしまい、ついつい手が出てしまう。虐待や離婚が多くなる時期です」
「お父さんも、会社では重要ポストを任される年齢ですので、仕事が忙しいのは仕方ないとしても、だらだら仕事し

ない。腹をくくって、やる時はやる。それはお母さんも同じです」
「ルールがある家庭は、それぞれがクリヤーになって、子どももやりやすいと思います。定期的に家族会議がもたれ

ると理想的です」
 　
あなたにとって「幸せの３つの条件」とは何ですか？
「アルフレッド・アドラー（精神科医師）は、『幸せの３つの条件』として、　自分のあるがままを好きになりなさい。   

　人を信頼する自分でありなさい。　社会に役に立つ人間だということを認識しなさい。といっています。
わたしは、アドラー心理学を学び、仕事の成果につながっていますので、そのとおりだと思っているのですが、今の

若い人たちやお母さんたちは、『自分は社会に役に立っていない人間だ』と思っている。特に、仕事に就いていない人に
多いです。だから、子どもに期待し、小さいときから塾などに通わせる。『有名校に入れることが、わたしの自己実現で
す』と言ったお母さんもいました。『子どもを育てていること自体、十分社会に役立っているのよ』といつもいっていま
す。早期教育を受けている子どもたちの将来が、とっても心配です！」

お父さんの子育て参加が叫ばれる中、就寝前に我が子に絵本を読んでいた現役おとうさんたちが、たまたま出会ったこ
とから『出前お話会』グループを結成し、各地でライブ感覚の『お話会』を開いて、好評を得ているということでインタ
ビューさせていただきました。

パパ’S絵本プロジェクト 植松紀子先生（こどもの城・臨床心理士）にカウンセリングを
通じて見えてくる今時の親子像・問題点をお話いただきました。

大野児童クラブでの活動 18.1.14

丸善本店での活動 17.12.17

大野児童クラブでの活動 18.1.14

植松紀子先生

「赤ちゃんサロン」

心理相談
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